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(1)舶用プロペラまわりの複雑な流場構造の解明のため， 3次元乱流 Navier-Stokes 方程式を物体適合座標系のもと
に有限体積法に基づ、く離散化によって解き，安定した高精度の解を得ることにはじめて成功している。
(2) 数値流体力学手法における技術的課題のうち最も多き案ものの一つである計算格子生成について，格子点の制御上，
生成効率上有利な幾何的方法と呼ばれるアリゴリズムによる生成法を提案し，フ。ロペラのような複雑な形状の数値
解法をはじめて可能にしている。
(3) 通常型と特殊形状のハイスキュープロペラの2種のプロペラに対し具体的計算を行い，実験と比較し良好な一致度
をもっ結果を得るとともに，前縁剥離渦，翼端渦，後流渦等を含む粘性流場の性状を明らかにしている。
(4) フ。ロペラまわりの流場ならび‘にプロペラ特性のうち実用上重要な要素である尺度影響について，その量が無視しえ
ないことを示すとともに，その機構についても合理的な検討を行っている。
以上のように，本論文は，船用プロペラまわりの粘性流場ならひ、にフ。ロペラ特性の推定について数値流体力学の手法
に基づき詳細に検討したもので，計算法の確立に至る過程に見られる独創性と構築力，また得られた成果の妥当性，有
用性は極めて高く評価され，流体力学上また造船技術上貢献するところ大である。よって本論文は博士論文として価値
あるものと認める。
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